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1 .事故発生直後における取り組み上の課題
①多様な専門技術者との連携の観点
　事故発生後の復旧対応および二次災害防止策を講じ
るためには、機械、制御、防災担当など、複数分野の
専門技術者との連携が不可欠である。一方で、夜間に
事故が発生した場合や通信障害が生じた場合には、円
滑なコミュニケーションが確保できない可能性があ
る。このため、緊急時において関係者全員と迅速かつ
円滑に連携を図る体制を構築することが課題となる。
②復旧および二次災害防止策の決定の観点
　復旧および二次災害防止のための適切な対策を決定
するには、事故の発生箇所および原因を正確に特定す
る必要がある。しかし、事故現場が封鎖される場合に
は現物を直接調査することが困難となる可能性があ
る。そのため、遠隔地から事故原因を特定し、適切な
対策を立案することが重要な課題である。
③現場作業者への指示の観点
　事故発生後には、二次災害を防止するための応急処
置や、復旧に向けた作業について、現場で作業に従事
する者へ的確な指示を行う必要がある。しかし、事故
の発生時刻によっては、作業者が現場に不在である場
合や、すでに避難指示が出されている場合など、現場
に立ち入ることができず、対面でのコミュニケーショ
ンが困難となる可能性がある。このような状況下にお
いても、リモート環境下で誤解の生じない指示伝達を
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行うことが課題である。
2 .最重要課題とその解決策
( 1 )  最重要課題
　前項②で示した、現物を直接確認できない状況下に
おいて事故原因を特定する課題を、本検討における最
重要課題と位置付ける。二次災害防止のための処置お
よび復旧に向けた対策を迅速に立案することが急務で
あり、その為に事故原因の特定が必要である。
( 2 )  解決策
①設計段階のF  T  AおよびF  M  E  Aの徹底
   設備設計時に、F  T  AおよびF  M  E  Aを用いた故障
リスク評価を常期から徹底的に実施することで、事故
発生時にその内容から原因を想定することが可能とな
る。例えば、事故が火災であった場合、F  T  Aのツリ
構造を用いることで、発生経路を把握することができ
る。また、想定していなかった故障や事象が発生した
場合であっても、既存のF  T  AおよびF  M  E  A資料を
再確認することで、原因特定に向けた有効な手がかり
を得ることが可能である。
② I o T  技術を活用した装置状態の遠隔把握
　 I o T  技術を活用し、装置の状態を遠隔地から把握可
能な仕組みを構築する。具体的には、設備に温度計や
振動センサーを設置するとともに、作動流体の圧力監
視機能を追加し、それらのデータを遠隔地から閲覧可
能とする。これにより、遠隔地から設備の状態を把握
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することが可能となり、事故発生時刻における各種デ
タを分析することで、原因の推定が可能となる。
③ドローンおよびロボットによる事故現場の状況確認
　事故現場に立ち入ることができない場合には、ド
ローンやロボットを用いて遠隔地から現場状況を調査
する手法が有効である。
3 .新たに生じうるリスクとその対策
( 1 )  生じうるリスク
　安全対策を強化することにより、設備投資や運用コ
ストが増加るリスクが生じる可能性がある。
( 2 )  対策
I o T  技術を活用した予知保全の推進
I o T  技術を活用し、予知保全を推進することで、安全
対策にリソースを集中させた分、メンテナンス費用の
低減を図る。 I o T  技術は設備の故障原因の特定に有効
であるが、日常的に正常時のデータおよび故障発生直
前のデータを収集し、両者を分析することで、故障の
兆候を把握できる可能性がある。その兆候が確認され
た段階で、設備休止中に部品の交換や修復作業を実施
することにより、効率的なメンテナンスが可能となり
メンテナンスの費用を削減できる。
4 .業務遂行のための要件・留意点
　安全に対する最新の技術・設計手法を積極的に取り
込み、技術者の知識を深め、素質・能力向上に努める
必要がある。


